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例 

広
島
県
工
業
用
水
道
の
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
広
島
県
条
例
第
三
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

広
島
県
工
業
用
水
道
条
例 

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
広
島
県
工
業
用
水
道
事
業
に
お
い
て
設
け
る
工
業
用
水
道
（
以
下
「
工
業
用
水

道
」
と
い
う
。
）
の
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
及
び
管
理
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。 

第
九
条
中
「
工
業
用
水
道
の
供
給
条
件
」
を
「
こ
の
条
例
の
施
行
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と

す
る
。 

第
八
条
を
削
り
、
第
七
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
） 

第
二
十
六
条 

工
業
用
水
道
の
管
理
は
、
広
島
県
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関

す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
広
島
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
管
理
者
が
指
定
し

た
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

工
業
用
水
道
施
設
の
運
転
監
視
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

水
質
管
理
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

給
水
の
停
止
及
び
制
限
に
関
す
る
こ
と
。 

四 

実
使
用
水
量
の
決
定
に
関
す
る
こ
と
。 

五 

工
業
用
水
道
施
設
の
維
持
及
び
修
繕
に
関
す
る
こ
と
。 

六 

そ
の
他
管
理
者
が
別
に
定
め
る
業
務
を
行
う
こ
と
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
工
業
用
水
道
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
県



」
と
あ
る
の
は
「
県
及
び
指
定
管
理
者
」
と
、
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
中
「
管
理
者
」
と
あ

る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。 

（
給
水
の
停
止
処
分
） 

第
二
十
七
条 
管
理
者
は
、
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
た
と
き
は
、
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

一 

第
三
条
、
第
四
条
又
は
第
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

二 

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
水
施
設
の
検
査
を
拒
ん
だ
と
き
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は

第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
。 

三 

料
金
を
納
期
限
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
き
。 

四 

料
金
の
徴
収
を
免
れ
よ
う
と
し
て
、
詐
偽
そ
の
他
不
正
の
行
為
を
し
た
と
き
。 

五 

そ
の
他
こ
の
条
例
に
違
反
し
た
と
き
。 

第
六
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

四
条
と
す
る
。 

第
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
六
条
」
を
「
次
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
四
条
を

第
二
十
二
条
と
す
る
。 

第
三
条
の
見
出
し
中
「
設
置
」
の
下
に
「
及
び
管
理
」
を
加
え
、
同
条
中
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
承
認

を
受
け
て
工
業
用
水
道
か
ら
工
業
用
水
の
供
給
を
受
け
る
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
使

用
者
」
に
改
め
、
「
（
配
水
施
設
か
ら
分
岐
し
て
設
け
る
給
水
管
、
受
水
そ
う
及
び
こ
れ
ら
に
附
属
す
る

給
水
用
具
を
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
負
担
に
お
い
て
」
の
下
に
「
県
が
設
け
る
配
水
施
設
に
連
結
さ
せ

る
よ
う
に
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
給
水
施
設
に
量
水
器
を
設
置
し
、
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

使
用
者
は
、
量
水
器
の
設
置
に
要
す
る
土
地
、
建
物
等
及
び
計
量
に
必
要
な
電
力
等
を
無
償
で
県
に

使
用
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
十
二
条
を
加
え
る
。 

（
給
水
施
設
の
基
準
） 

第
十
条 

給
水
施
設
の
位
置
、
配
列
、
構
造
、
材
質
及
び
性
能
は
、
管
理
者
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て

い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
工
事
の
承
認
） 

第
十
一
条 

使
用
者
は
、
給
水
施
設
に
つ
い
て
新
設
、
増
設
、
改
良
、
維
持
、
撤
去
等
の
工
事
を
施
行
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
管
理
者
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
工
事
の
監
督
等
） 

第
十
二
条 

使
用
者
は
、
前
条
に
掲
げ
る
給
水
施
設
の
工
事
の
施
行
に
当
た
つ
て
は
、
管
理
者
が
指
定
す



る
職
員
の
監
督
を
受
け
、
当
該
工
事
が
完
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
給
水
施
設
の
維
持
管
理
） 

第
十
三
条 

使
用
者
は
、
適
切
に
給
水
施
設
を
管
理
し
、
給
水
施
設
に
異
状
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

直
ち
に
管
理
者
に
そ
の
旨
を
通
報
す
る
と
と
も
に
、
修
繕
そ
の
他
必
要
な
処
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
給
水
施
設
の
検
査
等
） 

第
十
四
条 

管
理
者
は
、
給
水
の
適
正
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
職
員
に
給
水
施
設

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。 

２ 

前
項
の
検
査
に
よ
り
給
水
施
設
に
第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
い
部
分
が
あ
る
と
き
は
、

管
理
者
は
、
使
用
者
に
対
し
て
修
繕
、
取
替
え
等
必
要
な
処
置
を
指
示
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

（
費
用
の
負
担
） 

第
十
五
条 

新
た
に
工
業
用
水
の
給
水
の
申
込
み
を
し
た
者
、
基
本
水
量
の
変
更
の
申
込
み
を
し
た
者
、

特
定
給
水
の
申
込
み
を
し
た
者
（
第
三
項
に
お
い
て
「
給
水
等
の
申
込
み
を
し
た
者
」
と
い
う
。
）
及

び
利
用
の
廃
止
の
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
給
水
等
の
申
込
み
又
は
廃
止
に
よ
り
、
特
に
既
設
の
配
水

施
設
及
び
量
水
器
を
新
設
し
、
増
設
し
、
改
良
し
又
は
撤
去
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
を

生
じ
た
限
度
に
お
い
て
、
当
該
配
水
施
設
及
び
量
水
器
の
新
設
、
増
設
、
改
良
又
は
撤
去
に
要
す
る
次

に
掲
げ
る
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

材
料
費 

二 

運
搬
費 

三 

労
務
費 

四 

請
負
工
事
費 

五 

委
託
工
事
費 

六 

そ
の
他
の
経
費 

２ 

前
項
の
費
用
は
、
管
理
者
が
定
め
る
概
算
額
を
も
つ
て
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
概
算
額
を
給
水
等
の
申
込
み
を
し
た
者
が
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い

と
き
は
、
当
該
給
水
等
の
申
込
み
は
、
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
。 

（
給
水
の
原
則
） 

第
十
六
条 

管
理
者
は
、
非
常
災
害
、
異
常
渇
水
又
は
配
水
施
設
の
損
傷
若
し
く
は
維
持
改
良
工
事
の
施

行
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
給
水
を
停
止
し
、
又
は
制
限
し
な
い
も
の
と
す

る
。 



２ 

管
理
者
は
、
緊
急
の
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
給
水
を
停
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
使
用
者
に
通
知
す
る
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
理
由
に
よ
り
、
給
水
を
停
止
し
、
又
は
制
限
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
よ

り
使
用
者
に
損
害
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
県
は
そ
の
責
任
を
負
わ
な
い
。 

（
適
正
使
用
の
原
則
） 

第
十
七
条 

使
用
者
は
、
工
業
用
水
道
か
ら
常
時
定
量
の
工
業
用
水
を
受
水
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

使
用
者
は
、
使
用
水
量
を
変
更
す
る
場
合
は
、
適
当
な
時
間
を
確
保
し
、
使
用
水
量
に
急
激
な
変
化

の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

管
理
者
は
、
給
水
の
適
正
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
者
に
対
し
て
、
受
水

方
法
の
改
善
そ
の
他
の
必
要
な
処
置
を
指
示
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

（
水
質
の
基
準
等
） 

第
十
八
条 

工
業
用
水
道
か
ら
供
給
す
る
工
業
用
水
の
水
温
、
濁
度
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
及
び
配
水
管
末

に
お
け
る
最
低
水
圧
は
、
管
理
者
が
定
め
る
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

使
用
者
は
、
工
業
用
水
の
水
質
等
が
前
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
管
理
者

に
対
し
水
質
等
の
検
査
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
実
使
用
水
量
の
決
定
） 

第
十
九
条 

使
用
者
の
実
使
用
水
量
は
、
量
水
器
の
示
す
計
量
値
に
よ
り
管
理
者
が
決
定
す
る
。
た
だ
し
、

量
水
器
の
故
障
等
に
よ
り
そ
の
計
量
値
に
よ
り
難
い
と
き
は
、
管
理
者
の
認
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
実

使
用
水
量
を
決
定
す
る
。 

（
基
本
水
量
の
変
更
） 

第
二
十
条 

管
理
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
使
用
者
の
実
使
用
水
量
そ
の
他
使
用
者
の
工

業
用
水
の
受
水
の
状
況
か
ら
み
て
、
基
本
水
量
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
基
本

水
量
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

（
量
水
器
の
検
査
請
求
） 

第
二
十
一
条 

使
用
者
は
、
量
水
器
に
異
状
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
管
理
者
に
対
し
量
水
器
の
検
査

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二
条
第
一
項
中
「
し
よ
う
と
す
る
」
の
下
に
「
使
用
」
を
、
「
、
給
水
の
種
別
」
の
下
に
「
、
単
位

時
間
当
た
り
の
予
定
最
大
使
用
水
量
、
一
日
当
た
り
の
予
定
使
用
水
量
（
単
位
時
間
当
た
り
の
予
定
最
大

使
用
水
量
に
二
十
四
を
乗
じ
て
得
た
水
量
を
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
公
営
企
業
の
管
理
者
（
以
下
「
管

理
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
管
理
者
」
に
改
め
、
「
、
そ
の
承
認
を
受
け
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
す
る
際
、
管
理
者
が
定
め
る
使
用
者
の
一
日
当
た
り
の
使
用
水
量
（
以
下



「
基
本
水
量
」
と
い
う
。
）
」
を
「
基
本
水
量
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
一
日
を
午
前
零
時
か
ら
一

時
間
ご
と
に
分
割
し
た
各
一
時
間
（
以
下
「
単
位
時
間
」
と
い
う
。
）
」
を
「
単
位
時
間
」
に
、
「
概
ね

」
を
「
お
お
む
ね
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

管
理
者
は
、
第
一
項
の
申
込
み
を
受
け
た
と
き
は
、
給
水
の
種
別
、
時
間
使
用
水
量
及
び
基
本
水
量

を
定
め
て
、
給
水
の
承
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。 

（
基
本
水
量
の
変
更
の
承
認
） 

第
六
条 

基
本
水
量
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
使
用
者
は
、
管
理
者
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
特
定
給
水
の
承
認
） 

第
七
条 

第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
一
般
給
水
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
定
量
給
水
の
使
用
者
は
、

管
理
者
の
承
認
を
受
け
て
、
一
定
期
間
に
限
り
基
本
水
量
を
超
え
て
工
業
用
水
の
供
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。 

（
利
用
の
廃
止
） 

第
八
条 

使
用
者
は
、
工
業
用
水
道
の
利
用
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
廃
止
予
定
日
の
一
月
前
ま

で
に
、
管
理
者
に
当
該
廃
止
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

使
用
者
が
前
項
の
届
出
を
し
な
い
で
工
業
用
水
道
の
利
用
を
廃
止
し
た
場
合
又
は
同
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
期
限
後
に
届
出
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
管
理
者
が
そ
の
利
用
を
廃
止
し
た
も
の
と
認
定
し

た
日
又
は
届
出
を
受
け
付
け
た
日
か
ら
一
月
間
は
、
当
該
使
用
者
は
工
業
用
水
道
を
利
用
し
た
も
の
と

み
な
す
。 

３ 

工
業
用
水
道
の
利
用
を
廃
止
し
た
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
者
が
廃
止
し
た
も
の
と
認
定
し
た

者
を
含
む
。
）
は
、
管
理
者
の
指
示
に
従
い
、
速
や
か
に
、
給
水
施
設
の
撤
去
等
必
要
な
処
置
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
一
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。 

一 

使
用
者 

第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
営
企
業
の
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）

の
承
認
を
受
け
て
工
業
用
水
道
か
ら
工
業
用
水
の
供
給
を
受
け
る
者 

二 

基
本
水
量 

管
理
者
が
、
第
五
条
第
六
項
の
給
水
の
承
認
を
す
る
際
に
、
使
用
者
の
単
位
時
間
当

た
り
の
使
用
水
量
の
う
ち
最
大
の
使
用
水
量
（
以
下
「
時
間
使
用
水
量
」
と
い
う
。
）
に
二
十
四
を

乗
じ
て
定
め
た
、
使
用
者
の
一
日
当
た
り
の
使
用
水
量 

三 

特
定
水
量 

管
理
者
が
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
承
認
し
た
基
本
水
量
を
超
え
る
使
用
者
の
一
日



当
た
り
の
使
用
水
量 

四 
単
位
時
間 

一
日
を
午
前
零
時
か
ら
一
時
間
ご
と
に
分
割
し
た
各
一
時
間 

五 

給
水
施
設 

工
業
用
水
の
供
給
を
受
け
る
た
め
、
使
用
者
が
、
県
が
設
置
し
た
配
水
施
設
か
ら
分

岐
し
て
設
け
る
給
水
管
、
受
水
槽
及
び
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
給
水
用
具 

（
用
途
の
制
限
） 

第
三
条 

使
用
者
は
、
管
理
者
の
承
認
を
受
け
た
場
合
の
ほ
か
、
供
給
を
受
け
た
工
業
用
水
を
工
業
及
び

消
防
以
外
の
目
的
に
使
用
し
、
又
は
第
三
者
に
分
与
し
、
若
し
く
は
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
権
利
又
は
義
務
の
譲
渡
の
禁
止
） 

第
四
条 

使
用
者
は
、
管
理
者
の
承
認
を
受
け
た
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
に
基
づ
く
権
利
又
は
義
務
を

第
三
者
に
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
改
正
前
の
広
島
県
工
業
用
水
道
の
料
金
そ
の
他
の
供
給
条
件
に
関
す
る
条
例

（
こ
れ
に
基
づ
く
規
程
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
込
み
、
届
出
、
承
認
そ
の
他
の
行
為
は
、

改
正
後
の
広
島
県
工
業
用
水
道
条
例
（
こ
れ
に
基
づ
く
規
程
を
含
む
。
）
の
相
当
す
る
規
定
に
よ
り
さ

れ
た
申
込
み
、
届
出
、
承
認
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 


